
新型コロナ感染症に関する検査方法 
 年末年始は人の移動も増え、その分感染者数が増加する傾向にあります。

発熱などの症状のある方だけでなく、感染に関して不安のある無症状の方も

検査を受けることができます。検査を希望される場合には下記を参考にそれ

ぞれの申し込み先をご利用ください。 
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かかりつけ医のある方 
(日ごろ受診している医療機関がある) 

かかりつけ医のない方 

濃
厚
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方

（
無
症
状
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抗原検査キットによる 
自己検査（郵送） 

   事前に電話で連絡してから、 
   かかりつけの医療機関を 
   受診してください。 
※コロナ検査料は無料、初診料などは自己負担 

受診可能な医療機関を紹介しますので、 
下記に連絡してください。 
※コロナ検査料は無料、初診料などは自己負担 
①受診・相談センター 

 「＃7700」または☎083-902-2510 
②萩・阿武健康ダイヤル２４ 
 ☎0120-506-322 

 

ＱＲコードまたは専用受付窓口から 
申し込んでください。 

「濃厚接触者検査受付窓口」 

     ※インターネット環境が 
       ない場合 
       ☎083-920-5825 

       （10時～１８時） 

感
染
に
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る
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無
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方 

山口県 自宅送付型検査 
（ご自宅に抗原検査キットを郵送） 

いずれかから申し込んでください。 

①役場健康福祉課（平 日 ９時～17時） 

 ☎08388-2-3113 

②山口県受付窓口（月～土 10時～17時） 

 ☎083-920-5670 

検査結果が陽性の場合の対応は、裏面をご確認ください。 

椿薬局検査所 抗原定性検査 
(萩市大字椿東２９７２－９) 

必ず事前に予約をしてください。 
予約専用ダイヤル（平 日 13時～15時） 
 ☎080-2901-3407 
※山口県民は無料で検査を受けられますが、

県外居住者も有料で検査可能です。 

抗原検査キットの申込み 

次の全てに該当する方が対象です。 
①県内在住の 20歳から 50歳未満の方 
②熱が ℃未満や軽いのどの痛みなど、
症状がごく軽く、基礎疾患がない方 

③インターネットを使用して 
 登録手続きが可能な方 
右のQRコードを読み取って 
申し込んでください（24時間受付） 

問 役場健康福祉課 ☎08388-2-3113 

表面 



検査結果が陽性となった場合の連絡先 
 

 検査結果が陽性となった場合、連絡先などその後の対応が検査方法によって異なります。 

 また、濃厚接触者や関係者への連絡もご自身で行うこととなりますので、ご注意ください。 
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発生届の対象となられた方 
    ※６５歳以上の方 

     重症化リスクのある方など 

発生届の対象外となられた方 

ご
自
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で
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①薬局等で購入した 

 検査キットでの検査 

②薬局等での無料検査 

保健所から連絡があるので、 

指示に従ってください。 

※軽症・無症状の方は原則として

自宅療養となります。 

保健所からの連絡はありません。ご自身で 

「自宅療養者フォローアップセンター」へ 

必ず登録してください。 

      【登録に関する問い合わせ先】 

       ☎083-920-5800 

        （毎日９時～20時） 

保健所からの連絡はありません。ご自身で 

「自宅療養者フォローアップセンター」へ 

必ず登録してください。 

      【登録に関する問い合わせ先】            

       ☎070-8795-2521 

        （毎日９時～20時） 

 

職場や学校、発症から２日以内に会食などを行った友人・知人へ、自らが陽性となったこと、 

相手が濃厚接触者に該当することを必ず伝え、外出自粛や健康観察をお願いしてください。 

なお、同居家族は、原則として、濃厚接触者に該当します。 

③濃厚接触者として 

 山口県に申込んだ検査 

④集中 PCR 検査(無症状) 

「体外診断用医薬品」または「第１類医薬品」と

表示された検査キットを使いましょう。 

「研究用」は国が承認したものではないため、

陽性が出ても再度の検査が必要となる場合が

あります。 


